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サドノウサギの「白化」するようす
、
全身が茶色の状態　（9月10日撮影）
足の部分から白くなる　（11月5日撮影）
背中に白さが広がり、顔も一部が白くなる
　　　　　　　　　　（12月10日撮影）
耳の先端を残し全身が白くなる　（1月5日撮影）
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加茂湖水流等深線図（出典：『佐渡加茂胡』）
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